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＜圏域内の市町村による取組事例＞

小学生から高校生まで継続して行う認知症講座 長万部町

＜取組の背景＞
65歳以上の高齢者の内5人に1人は認知症といわれ、地域で暮らす認知症の方や家族が安心して生活

できるよう、住民の理解がますます重要となっている。感染症予防のため、子どもが高齢者と交流する機会が
減って高齢者の生活についてイメージがもちにくくなっている。小・中・高それぞれ年1回認知症サポーター養
成講座を行っており、学生が継続して受講している。なお、少子化により町内の学校は閉校していき、R4年
度から小学校、中学校、高等学校が1校ずつとなった。

＜取組の内容＞
小学6年生、中学1年生、高校2年生を対象に、それぞれ授業の1コマで認知症サポーター養成講座を

実施。

＜工夫している点＞
事前・事後アンケートの集計や教員との打合せをすることで、学生の理解度や講座で説明してほしい内容

について検討している。
小学6年生には、講座の導入で高齢者の身体の変化について説明。中学１年生の多くは講座の受講

歴があって内容も覚えており、より理解を深める内容で行っている。

＜実感している効果＞
講座の内容は幅広く一度で全て理解するのは難しいが、継続して受講する機会があることで、理解をより

深められていると思われる。
執筆協力：長万部町

＜授業の風景＞
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＜圏域内の市町村による取組事例＞

地域生活支援体制整備事業の推進 今金町

＜取組の背景＞
本町は、渡島半島の北部、檜山管内の北端にあって、北緯42゜25’に位置し、東は美利河峠を境として

長万部町、西は利別目名川を境としてせたな町、南は日進峠を境に八雲町、北は利別岳、長万部岳に連
なる山地の尾根を境に島牧村と接しており、四方が概ね山岳丘陵に囲まれた内陸地である。
人口は4,673人、そのうち65歳以上の人口は1,997人であり、高齢化率は42.7％となっている。
このように、高齢化が進む一方で、高齢者福祉に関わる多様なサービスの中には、知られていないために

利用が進んでいないものや、サービスを受けるということへの心理的抵抗感から利用が進んでいないものもあ
る。
高齢者福祉に関わる多様なサービスの中には、知られていないために利用が進んでいないものや、サービス

を受けるということへの心理的抵抗感から利用が進んでいないものもある。

＜取組の内容＞
必要とする人に必要とするサービスが繋がるよう、今金町においては、生活支援コーディネーターを今金町

社会福祉協議会へ委託し設置している。
生活支援コーディネーターは、高齢者の生活支援・介護予防サービス等の体制整備を推進していくことを

目的として、地域包括支援センターと緊密な連携を図りながら、地域に不足するサービスの創出や担い手の
養成、互助の強化から住民主体による参加と活動の地域づくりなど、生活支援体制の構築に向けたコーディ
ネートを行っている。

＜工夫している点＞
生活支援等の基盤整備に向けて、多様な主体の参画が求められていることから今金町が主体となり、

「定期的な情報共有・連携強化の場」を目的とした協議体を「今金町介護予防推進協議会」が担ってい
る。
多様な主体間の情報共有及び連携協働による資源開発等を積極的に協議している。

【協議体の役割】
・ 生活支援コーディネーターの組織的な補完 ・地域ニーズの把握
・ 情報の見える化の推進 ・企画・立案・方針策定を行う場
・ 地域づくりにおける意識の統一を図る場 ・情報交換の場 ・働きかけの場

＜実感している効果＞
サロン活動の取り組みの他、医療・介護関係者が集まり介護予防推進協議会を通じて、他町の取り組

み状況の情報共有、新たなサロン活動の掘り起こしに繋げるグループワークをする等、今後のさらなる活性化
を図るための取り組みができている。

執筆協力：今金町
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＜圏域内の市町村による取組事例＞

病院・施設や自宅以外の「住まい」等の確保 小樽市

＜取組の背景＞
本市は、人口107,908人（高齢化率41.6％）
本市の課題として、高齢化率が高いことや、また、坂道が多いことから、公共交通機関も遠く、タクシーも

自宅まで上がってこられない所に住んでいる方も多く、移動手段に難のある方が多いことが挙げられる。

＜取組の内容＞
小樽市新光Ｅ団地は、4階建て全70戸の公営住宅であり、そのうち1LDK20戸、2LDK10戸が高齢者

向けシルバーハウジングとなっている。
団らん室を設けており、様々な教室を開いたり、交流の場としても活用している。

＜工夫している点＞
シルバーハウジング全戸に緊急通報システムを設置している。
生活援助員（午前中のみ）を常駐させており、シルバーハウジング入居者の安否確認、生活相談、軽

度な家事支援のほか、緊急時の対応にあたっている。

＜実感している効果＞
施設に入るまでもないが、自宅での生活に不安を抱えているような人も少なくないため、高齢者に対する

「住まい」の一つの選択肢として活用されている。

執筆協力：小樽市

＜シルバーハウジングの外観＞
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＜圏域内の市町村による取組事例＞

医療・介護関係機関との連携による支援 島牧村

＜取組の背景＞
小規模自治体であり、医療機関は1か所、介護サービスは外部参入がなく、小規模多機能型居宅介護

・訪問介護(予防訪問介護)・介護予防事業を指定管理制度や委託事業で実施している。
限られた資源の中で関係機関が連携することで、在宅生活の継続につながることを目的として実施。

＜取組の内容＞
自治体内の医療機関(医師・看護師)、介護サービス事業所、社会福祉協議会、居宅介護支援事業

所、地域包括支援センター、役場関係部署等にて、定期的(月1回)に協議の場をもち、個別ケース検討
(退院時の支援に限らない)や各部門が抱えている課題を共有・解決に向けた協議を実施。

＜工夫している点＞
医療・介護連携担当部署が、各関係部門毎に定期的なヒアリングを行い、各部門が抱えている課題につ

いて共有。

＜実感している効果＞
個別ケース検討を通じて、関係機関のかかわりの中でゆるやかに見守っていくことにつながっている。
各部署が抱えている課題については、関係機関で共有し課題解決に向けた協議を行うことで地域課題と

してとらえることができる。

執筆協力：島牧村

- 9 -



＜圏域内の市町村による取組事例＞

多世代が集うコミュニティレストラン 寿都町

＜取組の背景＞

＜取組の内容＞
旧診療所を改修した地域密着型サービスセンター内に、寿都町と札幌市立大学との連携からつくられた

「風のごはんや」。週１回（月曜日１１～１３時）のみの開店となっているが、平均５０人前後が利用す
る。

＜工夫している点＞
週ごとに料理人が入れ替わるワンディ・シェフの仕組みや、寿都高校ボランティア部もワンディ・シェフやイベン

ト運営に関わるなど、様々な人たちの関りを大切にしている。

＜実感している効果＞
赤ちゃん連れの若い母親のサロンのような場ともなっており、２階にある高齢者住宅の住民も赤ちゃんとの

ふれあいを楽しみにしている。様々な人が運営に関わることで、サービスセンター利用者だけではなく幅広い年
齢の方々が利用し、いろいろな交流が生まれている。

執筆協力：寿都町
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